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ょかわら ③ 、 
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（昭和51年 9 月 I 日現在）住民基本台張から 

市 の 人 ［コ 

52,044人 

成
 

完
 

J
 

家
 

の
 

ろ
 

な
 

す
 

あ
 

一
 高楯城跡にヒバの博物館「あすなろの家」 が完成、このほど落成式が行なわれました 

I 

記 tI 剥 

で

4
ル
ーそ
邑
 

九
月
十
七
日
 

ー
 

（
金
）
曇
。
 

ー
 
教
育
長

室
で

市
史
編
さ
ん
、
 

市
の
鳥
、
市
の

獣
等
に

つ
い
て

小
山
教
育
長
と

種

々
懇
談
中
、
 

ひ
ょ

っ
こ
り
指
導
室
の
笹
先

生

が
顔
を
み

せ
、
共
に

五
一
中

コ
 

ー
ラ
ス
の
東
北
大
会

へ
の
出
場

を
喜
び

あ
う
。
続
い

て
情
報
課

其
田
副
主
幹
、

財
政

用
度
課
長

尾
主
事

持
参
の
書

類
を

決
裁
し

て
い
た
ら
、

情
報
課
石
岡

企
画

担
当
副
主
幹
も

来
室
、
 
「
市
経

済
社
会

発
展
へ
の
基
本
方
針
及

び
土
地
利
用
の
基
本
方

向
」
め

原
案
を

示
し

て
検
討
を

乞
わ
れ

た
の
で
、
市
の
自

然
的
社
ム
云
的

特
殊
性
に

つ
い
て
更
に
深
い
突

込
み
を

す
る
よ

う
指
示
。
 

十
時
か
ら
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で

昭
和
五
十
年

度
市
税

完
納
表

彰
式
を
挙
行
、

収
納
率

九
十
七
・
二
六
％
で
前
年
度
に

比
し

て
〇

・
一
エハ
％
の
上
昇

を

も
た
ら
し

た
五
、

八
八
九
名
の

市
税
完
納
者
に

対
し
深
く
感
謝

を
申
し
上
げ

る
。
受
賞
者
を
代

表
さ
れ

て
、
雛
田
町
納
税
貯
蓄

組
A
ロ
長
の
吉
岡
岩
五
郎
さ
ん
か

ら
「
自
分
が
で

き
う
る
市
政
へ

の
協
力
は
納
税
で

あ
る
。
や
る

べ
き
事
を

や
っ
た
ま
で
だ
」
 
と

の
金
言
を
い
た
だ

き
厳
粛
な

重

み
を
感
ず

る
。
式
典
を
終
り
、
 
 

二
浦
、
山
田
両
課
長

と
墓
地
公

園
建
設
等
に

つ
い
て
、
税
務
課

土
岐
主
事

と
は
旅
行
村
運
営
に

つ
い
て
、
堀
内
室
長
、

笹
森
秘

書
と
は
地
域
市

民
集
会

の
そ
の

後
の
結
果

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ

打
合

せ
の
後
、

か
ね
て
井
沼
所

長
か
ら
強
い
要
請

の
あ
っ
た
市

立
養
護
老
人
ホ

ー
ム
 
「く
る
み

園
」
 
に立
寄
り
、
敬
老
会
及
び

誕
生
会

に
出
席
、

ひ
ま
わ
り
児

童
館
園

児
の
合
唱
、

お
母
さ
ん

方

の
国
体
音
頭
の
踊
り
に

拍
手

を
お

く
り
飯
詰
に

急
行
、

一
時

の
あ
す
な
ろ
の
家
竣
工

式
に
よ

う
や
く
ま
に

あ
う
。

高

い
丘
を

な
し

て
い
る
高
楯
城

跳
に
建
て

ら
れ
た
城
構
え
の
記
念

館
に
は
、
 

勲
章
や

モ
ー
ル
を

つ
け
た
軍
装

の
人
や
県
外
か

ら
も
か
け

つ
け

た
方

々
で
い
っ
ぱ

い
。
歴
史
は

正
に
生
き

て
い
た
の
で
あ
る
。
 

祝
辞
を

終
っ

て
青
森
へ
急
ぎ

二
時
三
十
分
か
ら

の
自
治
A
云
館

別
館
で

開
か
れ

た
津
軽
縦
貫
林

道
促
進
期
成
同

盟
会

総
会

の
議

長
席
に

つ
く
。
中
央
か

ら
奥
地

開
発
道
路
協
会
中
島
事

務
局
長
、
 

青
森
営
林

局
、
県
農
林

部
か
ら

も
ご
臨
席
く
だ
さ
れ

た
中
で
、
 

す
ぐ
る
昭
和
三
十
八
年
発

足
以

来
の
同
盟
会

の
活
動
を

ふ
り
か

え
り
な
が

ら
、
津
軽

半
島

の
総

合
的
な
地
域
開
発
の
原

点
に
立

ち
そ
の
中
で
の
道
路
の

位
置
づ

け
を
明
確
に
し

つ
つ
、
運
動

の

積
上
げ

を
確
認
し

あ
っ
た
。
 



②
 

昭和51年（1976年）10月1日（385) （第 3種郵便物認可） 	 広報ごしよがわら 

こ
の
よ
う
に
、
わ
ら
焼
き
は

市
民
生
活
や
健
康
面
に
も
大
き

！

な
影
響
を
与
え
て
い
る
た
め
、
 

大
部
分
の
人
が
や
め
る
よ
う
望

ん
で
い
ま
す
。
 

▼
市
民
の
健
康
を
公
害
か
ら

守
り
、
生
活
環
境
を
保
全
す
る

た
め
市
公
害
防
止
条
例
で
は
、
 

著
し

い
ば
い
煙
を
発
生
さ
せ
る

わ
ら
焼
き
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
 

と
く
に
、
住
家
の
付
近
や
、
 

交
通
の
激
し
い
道
路
付
近
で
は

絶
対
や
め

て
下
さ
い
。
 ぬ

 も
 

店
）
、
北
奥
羽
信
用
金
庫
七
和

支
店
、
東
奥
信
用
金
庫
五
所
川

原
支
店
。
 

水
道
相
談

一
 

、
 

、
k
 

x

・
，

ー
k
 
,

I
l
 

加
 
，
 

本
管

（
配水
管
）
か
ら
分

岐
し
た
給
水
管
と
そ
の
給
水

用
具
を
給
水
装
置
と
称
し
て

い
ま
す
。
 

給
水
装
置
の
材
料
は
、
か

な
り
良
質
の
も

の
と
な
っ
て

お
り
、
技
工
も
進
ん
で
い
ま
 

す
が
、
設
置
し
て
か
ら

相
当
年
数
を
経
て
い
ろ

等
の
場
合
、
と
き
に
は

漏
水
を
は
じ
め
異
常
が
 

発
生
し
ま
す
。
こ
の
際

は
速
や
か
な
処
置
を
要

し
ま
す
が
、
使
用
者
と

し
て
心
得
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
っ
 

給
水
装
置
に

つ
い

て
、
そ
の
所
有
権
は

使
用
者
に
あ
り
ま
す
。
 

（
た
だ
し
メ
ー
タ

ー
 

は
貸
与
品
）
ま
た
、
 

管
理
の
主
体
責
任
も
使
用

者
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
 

実
際
に
は
、
こ
の
こ
と
の

ご
認
識
が
十
分
で
な
い
た

め
に
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ

た
り
し
て
い
ま
す
。
 

市
が
管
理
の
本
管
も
同

様
で
あ
り
ま
す
が
、
給
水

装
置
の
異
常
発
生
は
、
相

当
年
数
を
経
た
た
め
の
老

朽
化
に
よ
る
腐
触
が
大
部

分
で
、
発
生
件
数
も
多
く
 

s
ふ
、
 

即
応
で
き
か
ね
る
軒
態
も
出
て

い
ま
す
。
 

給
水
装
置
は
、
本
管
か
ら
分

岐
と
い
う
事
情
上
、
車
道
、
歩

道
に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
漏
水
等
は
、
前
述
の
と
お
り

老
朽
に
よ
る
も
の
が
殆
ん

と
で
、
取
り
替
え
な

い
限
 

2
 
り
修
繕
に
修
繕
を
重
ね
る

？
 
形
と
な
り
ま
す
の
で
、
状
 

況
を
見
極
め
取
り
替
え
方

を
勧
め
て
い
ま
す
。
こ
の

際
に
工
事
料
金
と
し
て
納

付
を
要
す
る
額
を
提
示
し

て
、
使
用
者
の
了
解
を
得

る
よ
う
に
は
か
っ

て
い
ま

す
。
 

車
朝
の
通
行
増
、
路
面

荷
重

の
増
加
等
に
よ
る
異

常
発
生
は
、
使
用
者
の
善

良
な
る
管
理
義
務
外
の
も
 

の
で
あ
る
の
で
事
業
費
用
で
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
 

一
般
的
に
、
宅
地
内

の
給
水

装
置
の
工
事
料
は
、
全
額
使
用

者
の
費
用
、
車
道
歩
道
に
わ
た

る
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ
の
状

況
に
よ
っ
て
相
違
す
る
も

の
で
、
 

あ
る
こ
と
に
、
ご
留
意
い
た
せ

き
た
い
。
 

（
 
水
 
道
 
課
 
）
 

の
 

そ
 

料 事
 

工
 

ン
」
 

置
 

装
 

水
 

給
 

わ
ら
焼
き
は
や
め
て
下
さ
い
 

堆
肥
や
わ
ら
工
品
に
活
用
を
 

今
年
も
秋
の
取
り
入
れ
時
期

と
な
り
ま
し
た
が
、
稲
わ
ら
は

焼
か
な
い
で
堆
肥
や
わ
ら
工
品

な
ど
に
活
用
す
る
よ
う
、
農
家

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
不
順
天
候
の
た
め
、
今
年

は
大
幅
な
減
収
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
堆
肥
を
大
量
に
入

れ
続
け
た
水
田
と
、
全
く
入
れ

な
か
っ
た
水
田
で
は
、
収
量
や

品
質
に
か
な
り
の
差
が
で
る
だ
 
 

ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
堆
肥

を
大
量
に
入
れ
続
け
た
土
壌
は
、
 

と
く
に
冷
害
な
ど
に
強
い
た
め

で
、
化
学
肥
料
だ
け

に
た
よ
る

米
づ
く
り
は
、
非
常
に
危
険
な

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

▼
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
わ
ら

焼
き
を
ど
う
思
っ
て
い
る
で
し
 

ょ
う
か
。
 

昨
年
、
弘
前
大
学
で
ア
ン
ケ
 
 

ー
ト
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、
 

「
わ
ら
焼
き
は
困
る
」
 
と
した

者
が
、
旧
市
で
九
三
％
、
新
市

で
も
八
六
％
も
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
被
害
内
容
で

一
番

多
い
の
は
、
 「
目
が
チ
カ
チ
カ

し
た
り
涙
が
出
る
」
 
で
、
 「の

ど
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
」
 
「視
程

障
害
が
あ
る
」
、
 
「
戸
外
で
働

け
な
い
 
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

「
ー
市
税
等
の
納
入
・
J
 

Fー
 
で
ーつ
滑
う
ナ
ー
L
 

市
税
等
の
納
入
機
関
で
あ
る

銀
行
の
名
称
が

一
部
変
更
に
な

り
ま
す
が
、
い
ま
ま
で
ど
お
り

納
め
ら
れ
ま
す
か
ら
ご
利
用
下

さ
い
。
 

納
入
機
関
名
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
、
 

青
森
銀
行
原
子
支
店
、
五
所
川

原
市
農
業
協
同
組
A旦
ニ
好
支
所
、
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
支

店
、
み
ち
の
く
銀
行
五
所
川
原

支
店
（
十
月
一
日
か
ら
）
 
（旧

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

）
、
津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原

支
店
、
み
ち
の
く
銀
行
五
所
川

原
本
町
支
店
（
十
月
一
日
か
ら
 

)
 （旧
青
和
銀
行
五
所
川
原
支
 

稲わらは田畑に環元しよう 
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ル米
寿
お
め
で
と
う
）
→
 

ソ
タ
さ
ん
ら
を
顕
彰

ー
 
レ
 

/
 

市老人福祉大会で 

「
“

,

"
'

．
‘
ー
一
I

,
,

1
7

?
,
"
"
,

‘
，ー

ュ
 

〒
‘
，
"
"

i

,
,
,

,
"

“

面
 

）
 

、
、
・
 

◆
◆
◆
 
◆
◆
◆
◆
◆
◆
 
◆
◆
◆
‘
◆
 
で

も
カ
ラ
ス
で
も
羽
を
ば
た
 
『
 

一
 
熱
同」ww
 

◇
里嶋
遣
「無
ソ
“
曹
 
m
鍵
浅
稽
熱
恕
一
 

,
 

で
も
カ
ラ
ス
で
も
羽
を
ば
た
 

ば
た
さ
せ
な
が
ら
と
ぶ
の
に
 

一
 
塵
兼
 
ぐ
 、
昌
或
郵
郵
各
 」
」」m
競
醸
協
」
一
 

ト
ビ
は
ほ
と
ん
ど
翼
を
動
か

さ
な
い
。
上
空
を
ぐ
る
ぐ
る
 

「L564 人を表彰― 
I 	昨年度の市税完納者 F

I
 

市
老
人
福
祉
大
会
は
、
九
月

十
四
日
市
民
文
化
会
館
に
お

よ
 

「
と
ん
び
 
と
ん
び
 
こ

ご
三
回
ま
わ
れ
ば
 

に
し
の

皮
け
ら
ア

ー
」
と
、
昔
、
津

軽
の
子
供
た
ち
は
、
み
が
き

に
し
ん
を
食
べ
な
が
ら
、
そ

の
皮
を
空
の
ト
ビ
に
向
け
て
 
 

そ
六
百
人
の
お
と
し
よ
り
が
出

席
し
て
行
な
わ
れ
、
下
平
井
町
 

の
宮
西
ソ
タ
さ
ん

ら
満
八
十

八
歳
の

米
寿
を
迎
え
た
一
一

十
五
人
を
顕
彰
し

た
ほ
か
、
生
き
が

い
あ
る
豊
か
な
老

後
を
誓

い
あ
い
ま
 

し
た
。
 

大
会
で
は
、
物

故
者
に
対
し

一
分

間
の
黙
と
う
を
さ

さ
げ
た
あ
と
、
飯

塚
助
役
が
 
「若
い

人
々
に
愛
さ
れ
、
 

親
し
ま
れ
る
お
と

し
よ
り
に
な
る
よ

う
努
め
ま
し
よ
う
 

」
 
と
あ
い
さつ
、
 

投
げ
、
心
ゆ
く
ま
で
遊
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
 

ト
ビ
は
上
昇
気
流
を
見

つ

け
て
は
、
そ
れ
に
う
ま
く
の

っ
て
翼
を
大
き
く
広
げ
た
ま

ま
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に

滑
空
す
る
。
他
の
鳥
は
ハ
ト
 
 

米
寿
者
に
対
す
る
顕
彰
の
あ
と

長
年
在
宅
で
ね
た
き
り
の
老
人

を
介
護
し
て
い
る
十
四
人
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し

た
。
 

ま
た
、
福
士
市
議
会
議
長
ら

が
祝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
記
念

映
画
や
人
形
劇
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
し
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ
た
米
寿
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。
 

宮
西
ソ
タ

（
下平
井
町
）
、
 

鳴
海
与
吉

（橋
元
）
、
成
田
さ

よ
（
中
平
井
町
）
、
長
内
た
み

藤
本
い
と
、
鈴
木
幸
次

（
以
上

幾
世
森
）
、
藤
田
せ
ん
（
田
町
 

）
、
伊
藤
き
さ
（
寺
町
）
、
新

谷
な
ん
（
前
田
野
目
）
、
伊
藤

き
ん
（
俵
元
）
、
田
中
泰
憲
（
 

広
田
）
、
其
田
念
五
郎
（
下
岩
 

回
る
と
き
で
も
、
尾
羽
を
ち

ょ
っ
と
曲
げ
た
だ
け
で
見
事

に
方
向
転
換
を
す
る
。
 

天
高
い
中
、
ト
ビ
の
飛
ぶ

さ
ま
は
、
ま
こ
と
に
ス
マ
ー
 

ト
で
い
つ
ま
で
も
見
あ
げ
さ

せ
ら
れ
て
し
ま
う
私
で
あ
る
。
 
 

崎
）
、
中
谷
あ
ぐ
り
、
岩
田
キ

ョ

（以
上
飯
詰
）
、
小
山
内
豊

太
郎
（
中
泉
）
、
佐
藤
さ
な

（
 

梅
田
）
、
土
岐
か
し

（神
山
）
 

勝
浦
よ
そ
（
野
里
）
、
石
岡
を

わ
、
横
島
金
作
（
以
上
松
野
木
 

）
、
北
川
か
ん
（
毘
沙
門
）
、
 

奈
良
ソ
ョ

（田
川
）
、
福
士
き

兼
（
米
田
）
、
笹
森
そ
よ
（
水

野
尾
）
、
 一
戸
ふ

つ
（
藻
川
）
 

（
敬称
略
）
 

表
彰
さ
れ
た
在
宅
ね
た
き
り

老
人
介
護
者
 

小
野
栄
吉
（
鎌
谷
町
）
、
野

呂
キ
ョ

（
栄
町
）
、
鰐
田
タ
子
 

（田
川
）
、
伊
藤
ッ
セ
（
原
子
 

）
、
三
上
ャ

ェ
（
持
子
沢
）
、
 

佐
々
木
ト
シ
（
石
岡
）
、
中
谷

吉
次
郎
（
飯
詰
）
、
小
野
や
重
 

（
一野
坪
）
、
小
坂
チ
ョ
ミ

（
 

姥
や
ち
）
、
長
尾
菊
代
（
松
野

木
）
、
竹
谷
江
し

（梅
田
）
、
 

長
内
さ
く
ら
（
松
野
木
）
、
山

川
悦
子
（
新
宮
）
、
小
野
イ
ト
 

（鶴
ケ
岡
）
 

（
敬称
略
）
 

ー
表
示
と
設
置
は

J
 

許
可
制
に
丁
」
 

屋
外
の
広
告
物
 

屋
外
広
告
物
条
例
は
、
六
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
許
可
区
域
に
指
定
さ
れ

た
区
域
の
な
か

に
表
示
ま
た
は

設
置
さ
れ
て
あ
る
広
告
物
は
、
 

十
二
月
一
日
か
ら
は
許
可
を
受

け
な
け
れ
ば
違
反
広
告
物
の
取
 

去
る
九
月
十

七
日
市
民
文
化

会
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
昭
和
五

十
年
度
の
「
市

税
完
納
表
彰
式
 

」
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

五
十
年
度
の

市
税
完
納
者
は

全
部
で
五
、
八

八
九
人
で
す
が

こ
の
う
ち
表
彰

年
に
あ
た
る
三

年
、
五
年
、
七

年
、
十
年
、
十

五
年
、
二
十
年

の
連
続
完
納
者
 
 

り
扱
い
に
な
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
十
一
月
三
十
日
ま
で
に
許

可
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
法
令
ま
た
は
国
や
地
方

公
共
団
体
が
表
示
、
設
置
す
る

も
の
、
あ
る
い
は
選
挙
運
動
の

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
（
政
治
活
動

の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
は
除
く
。
）
 

な
ど
は
適
用
除
外
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
広
告
物

は
す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

許
可
区
域
は
、
市
街
地
の
大

部
分
を
含
む
都
市
計
画
区
域
と

県
内
の
国
道
の
沿
線
な
ど
で
t
 

く
わ
し
い
こ
と
は
五
所
川
原
土

木
事
務
所
の
用
地
課
財
産
係
へ

お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
許
可
の

申
請
用
紙
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
。
 

は

一
、
五
六
四
人
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
お
よ
そ
六
〇
〇
人
の

完
納
者
が
出
席
し
て
、
佐
々
木

市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

表
彰
式
が
終
っ
て
午
後
は
、
 

各
地
区
の
代
表
者
に
よ
る
地
区

別
演
芸
大
会
が
催
さ
れ
、
各
地

区
の
応
援
を
は
じ
め
場
内
か
ら

の
や
ん
や
の
拍
手
喝
采
に
よ
り

会
場
は
最
後
ま
で
熱
気
に
あ
ふ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
 

生
活
環
境
 

バ
ト
ロ
ー
ル
本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

一
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十
月
十
七
日

（
日
）
か
ら
一
一

十
三
日

（土
）
ま
で
の

一
週
間

は
「
行
政
相
談
週
問
」
で
す
。
 

当
市
に
お
い
て
も
、
次
の
日

程
に
よ
り
「
合
同
行
政
相
談
所
 

」
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
役

所
の
仕
事
に
関
し
て
困
っ
た
こ

と
、
納
得
が

い
か
な
い
こ
と
、
 

希
望
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
 

関
係
機
関
が
皆
さ
ん
の
秘
密

を
守
り
、
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
 

▽
と
き
 
十
月
二
十
二
日

（
 

コ
 
名
で

タ
オ

ル

一
 
な
ど
寄
贈
 

九
月
＋
五
日
 
「敬
老
の
日
」
 

に
、
市
内
の

一
婦
人
か
ら
市
立

老
人
ホ

ー
ム
 
「く
る
み
園
」
 
に

タ
オ
ル
五
十
四
本
と
た
く
さ
ん

の
ア
メ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

紙
上
を
も
っ
て
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
っ
そ
く
、
 

入
所
者

一
同
に
支
給
し
大
変
喜

こ
ん
で
お
り
ま
す
。
 

金
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

第
一
集
会
室
。
 

管訓練生を募集 

レ募集人員 機械（機械、 

仕上専攻）、電子機器、配

管、板金、溶接各科25人
レ受験資格 中卒または

高卒以上の学力を有する者 

（男女） 

ン願書の受付 10月25日 

（月）-11月30日（火） 

その他、詳しくは当校に

五所川原総合高等職業訓

練校 

（市内戸沢字畑林、 

電話⑦2024番） 

高
楯
城

跡

（飯
詰
）
に
新
名
所
 

三
戸
《
』

三
〒
《
二
言
一
三

三
《
三

？
一
三

●
（
二

g
・
 

「
あ
す
な

ろ
の
家
」
完
成
 

市
内
飯
 

社
叩
にあ
る
 

高
楯
城
跡
に

ヒ
バ
の
博
物
館
 

「あ
す
な
ろ
の
家
」
が
完
成

さ
る
九
月
十
七
日
地
元
民
に

よ
る
落
成
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
 

高
楯
城
跡
は
、
朝
日
左
衛

門
尉
行
安
の
居
城
と
伝
え
ら

れ
、
天
正
十
六
年
（

一
五
八

八
年
）
六
月
、
為
信
に
攻
め

ら
れ
て
落
城
、
城
主
朝
日
左

衛
門
尉
は
六
月
十
八
日
城
を

枕
に
討
死
し
た
と
い
わ
れ
る
っ

地
元
で
は
、
こ
の
悲
劇
を

し
の
ん
で
毎
年
供
養
祭
を
行

な
い
、
さ
る
四
十
五
年
に
は
 

有
志
で
城
史
跡
保
護
会
を
結
成

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
し
た
。
 

完
成
し
た
「
あ
す
な
ろ
の
家
 

」
は
、
総
工
費
が
千
二
百
万
円
。
 

二
層
造
り
で
延
べ
約
二
百
八
十

平
方

H
。

一
階
は
、
拝
殿
、
大

広
間
な
ど
。
二
階
は
、
ヒ
バ
に

関
す
る
諸
道
具
類
な
ど
の
保
存

展
示
、
高
楯
城
に
ま
つ
わ
る
資

料
を
陳
列
す
る
会
議
室
。
四
方

に
展
望
台
も
付
設
し
て
い
ま
す
。
 

「
「赤

い
羽
根
」
共
同

」
 

F
募
金
に
協

力
を
」
 

「赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ

て
い
る
共
同
募
金
運
動
が
、
十

月
一
日
か
ら

ー
カ
月
間
、
全
国
 

お 

し 

ら 

せ 

「合
同
行
政
相
談
所

」
開
く
 

役
所
仕
事
で

困
っ
た
こ
と
は
？
 

④
 

（第 3種郵便物認可） 広報ごしょがわら 昭和51年（1976年）10月1日（385 号） 

1
O
の
手
続
を

早

J
 

F
ー
め
に
定
額
貯

金
ー
 

た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭

和
四
十
九
年
九
月
二
十
三
日
以

前
に
お
預
け
に
な
っ
た
定
額
貯

金
に

つ
い
て
、
そ
の
利
息
が
有

利
に
な
る
手
続
き
を
お
取
り
扱

い
し
て
い
ま
す
。
 

手
続
き
は
と
て
も
簡
単
で
す
。
 

お
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を

お
近
く
の
郵
便
局
の
窓
口
か
、
 

外
務
員
に
お
申
し

つ
け
く
だ
さ

れ
ば
、
貯
金
証
書
に
＠
の
表
示

を
し
ま
す
。

O
の
手
続
き
の
お

申
し
出
が
あ
っ
た
日
付
け
に
か

か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
利
上
げ
の

日
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十

四
日
）
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
再
預

入
さ
れ
た
も
の
と
し

て
お
取
り

扱

い
し
ま
す
。
 

こ
の
手
続
き
の
お
取
り
扱
い
 

い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
の
募
金
は
、
恵
ま
れ
な
い

方
々
ゃ
福
祉
施
設
な
ど

に
使
わ

れ
ま
す
の
で
、
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
共
同
募
金
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

暖
か
い
心
、
善
意
ほ
ど
う
れ

し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

「
積
立
分
譲
住
宅
 
ー

」
 

r積
立
者
を
募

集

（補
充
」
 

積
立
分
譲
住
宅
と
は

一
定
期

間
分
譲
代
金
の

一
部
を
積
立
て

積
立
金
満
了
時
の
年
度
に
分
譲

住
宅
を
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
は
、
積
立
金
に
対
す
る

一
定
の
利
息
相
当
額
を
付
す
る
 
 

は
、
昭
和
五
十
二
年

一
月
十
三

日
ま
で
で
す
が
、
お
手
も
と
の

定
額
貯
金
証
書
の
日
付
け
を
お

確
か
め
の
う
え
、
お
早
目
に
こ

の
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ

い
。
 （五
所
川
原
郵
便
局
）
 

▽
場
所
 
広
田
住
宅
団
地
 

▽
期
間
 
申
込
者
を
登
録
名
簿
 
 

い
し
ま
す
。
 

ー
カ
月
一
万
円
お
払

い
込
み

の
方
が
、
六
カ
月
分
前
納
す
る

と
五
千
円
割
安
と
な
り
、

一
年

分
前
納
す
る
と

ー
カ
月
分
の
一

万
円
が
安
心
な
り
ま
す
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

▽
受
付
場
所
 
市
都
市
計

画
課
 

●

⑤
二
一
一
一
番
内
線
二
三
四
 

「
 
納

払
込

み
を

ー
 

ノ

i
J~
ii
ー
 

一
 
簡
易
保
険
 

ー
平
命
女

k
勺
モ

ー
 

皆
さ
ん
が
、
せ
っ
か
く
今
ま
 
［

ー
 
が

講
演
 

で
お
支
払

い
に
な
っ
て
い
る
保
 

交
通
安
全
の
講
習
会

険
料
が
お
く
れ
ま
す
と
、
そ
の
 
県

交
通
安
全
対
策
室
、
市
交

保
険
契
約
は
効
力
を
失
な
う
こ
 

通
事
故
対
策
本
部
（
佐
々
木
市

と
に
な
り
ま
す
。
 

長
本
部
長
）
先
催
の
五
十

一
年

お
手
許
の
領
収
帳
を
お
調
べ
 

度
交
通
安
全
指
導
者
諭
習
会
は
、
 

に
な
り
、
お
く
れ
て
い
る
方
は
 
九

月
八
日
市
民
文
化
会
館
で
開

ぜ
ひ
こ
の
際
前
納
な
さ
る
か
、
 

か
れ
、
交
通
問
題

の
評
論
家
と

団
体
に
加
入
な
さ
る
か
、
い
ず
 
し

て
知
ら
れ
る
木
内
俊
夫
氏
が

れ
か
の
方
法
を
ご
検
討
さ
れ
、
 

交
通
安
全
に

つ
い
て
講
演
、
出

今
月
中
に

ー
カ
月
分
で
も
多
く
 
席
者
約

二
百
五
十
人
に
感
銘
を

お
払

い
込
み
下
さ
る
よ
う
お
願
 

与
え
ま
し
た
。
 

・

《
三

事
《
三

三
言
《
三

？
・
《
“

・
《
三
事
・
《
‘
！●
《
三

戸
‘
主

『
《
三

F
・
《
三
三
《
三

g
一
主

矛
 

ほ
か
住
宅
金
融
公
庫
か
ら
融
資
 
に

登
録
し
、
随
時
先
着
登
録
者
 

が
う
け
ら
れ
ま
す
。
 

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

、、年末資金ノノ 

準備はお早めに 
商工会議所で受付けする無担保、無保証

人の事業資金貸付制度をお知らせします。 

レ貸付限度は 200 万円以内。ただし運転

資金は150 万円以内とする。 

レ融資期間は 設備資金3 年以内、運転資

金は 2 年以内 

レ利率は 年7 ％です 

ン保証人 担保は必要ありません 

レお申込みは 10月1日から商工会議所へ 

）利用の条件は 常時使用する従業員数が

商業、サービス業にあっては 2 人以下、製

造業その他にあっては 5 人以下の小企業者

が利用できます。 

そのほかの要件など、詳しくは商工会議

所へお問い合わせ下さい。貸付資金に限度

がありますのでお早めにお申込み下さい。 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
願
い
ま
す
 



響
 
麟
 
医

療
費

の
節
約

に
協

力
を

経「ミ
 
簾
 

1
、
i
．
く
‘
ーi
ー

．
ー．
‘
 

‘鷲て◇’驚” 

国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

へ
 

保
険
税
は
、
お
医
者
さ
ん
へ

支
払
う
医
療
費
な
ど
を
初
め
と

し
、
国
保
を
運
営
す
る
重
要
な

財
源
で
す
。
 

こ
れ
に
国
や
市
町
村
か
ら
の

補
助
金
と
合
せ
て
国
保
は
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

な
ら
ぬ
私
た
ち
被
保
険
者
自
身

な
の
で
す
。
 

と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
医
療
費
の

額
が
、
そ
の
ま
ま
保
険
税
の
額

に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
か
ら
で

す
。
 
（
医療
費
の
お
お
よ
そ
の
 

保
険

積
廿
高
い

か

安
い
か
 

2
5%
 

ー
医
療
費
が
決
ま
る
保
険
税
ー
 
鎌
 

ン
」
 

こ
ろ

で
現
 

険
税
 

在
、
私
た
ち
が
納
め
て
い
る
保

険
税
は
、
高
い
と
お
考
え
で
す

か
、
安
い
と
お
考
え
の
方
も
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
よ
う
。
 

高
い
か
、
安
い
か
、
実
は
保

険
税
の
額
を
決
め
る
の
は
、
外
 

で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
）
不
摂
生
で
病
気
を
し

た
り
、
無
駄
づ
か
い
し
た
り
し

て
、
医
療
費
が
か
さ
め
ば
、
そ

の
翌
年
の
保
険
税
は
当
然
高
く

な
り
ま
す
。
 

平
素
国
民
健
康
保
険
の
運
営

に
つ
き
ま
し
て
は
多
大
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

か
ね
が
ね
ご
心
配
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
国
体
の
財
政
状

況
は
、
相
変
ら
ず

の
医
療
費
増

嵩
の
た
め
依
然
窮
境
を
脱
し
き

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
方
税
 

法
で
は
、
国
保
税
を
値
ト
げ
し

て
補
う
こ
と
を
示
し

て
お
り
ま

す
が
、
し
か
し
皆
様
方
の
ご
負

担
を
増
す
よ
う
な
手
段
は
な
る

べ
く
避
け
た
い
と
存
じ
苦
慮
し

て
い
る
次
第
で
す
。
 

し
か
し
、
現
状
の
ま
ま
進
め

ば
、
万
策

つ
き
果
て
る
と
い
う

事
態
も
予
想
さ
れ
、

こ
の
際
、
 

と
め
ど
も
な
く
ふ
え
る
医
療
費
 

と
そ
れ
に
伴
う
保
険
税
の
関
係

な
ど
改
め
て
皆
様
方
の
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

何
と
ぞ
国
民
健
康
保
険
事
業

の
現
状
を
ご
認
識
の
う
え
、
こ

の
う
え
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昭
和
五
十

一
年
九
月
 

保
険
者
 

（和33年 9 月10日第 3種郵便物認可） 	 1部 6円 	〔毎月2回・1日・15日発行〕 円
 

(b
 

国民健康 

保険特集 ③た1ょかわら ー
 

最近の医療費と保険税の動き 

みなさんが毎年度納められた保険税とみな

さんが使った毎年度の医療の績との関係は次

のようになっています。 医療費の伸びがいか

に大きいかおわかりのことと存じます。 

L
L
1
f
 

費
鵬

紛
 

税
 

⑩
 
伽
 
卿
 
卿
 
卿
 

卿
 
助
 
卿
 

卿
 
卿
 
卿
 
卿
 

卿
 

如
 
助
 

m
 

助
 

卿
 

9
0
0
 

8
0
0
 

7
0
0
 

6
0
0
 

5
0
0
 

4
0
0
 

3
0
0
 

2
0
0
 

 

四
十
八
年
度

五
十
一
年
度
  

L
ー
 
年
度

四
ー
九
年
度

四
十
七
年
度

円
 
ハ
年
度
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x 

, 
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三鷺」りII 

菩：o；互 

g盤盤豊疏籍憂
鷲異藻臨蓋籍舞 

鷺昌り】葦軍草’い可虻】り： 

軍冨瓦裡o二き‘ 

、P
」
 

ザ
」
 

て
る
 

つ

、
え
 

や
ら

で
も

保
 

国
 F

 

  

  

国
保
に
加
入
し
、
 

被
保
険
者
と
な
る

と
、
次
の
よ
う
な

面
倒
を
み
て
も
ら

え
ま
す
。
 

一
、
医
療
費
の
七

割
を
負
担
し
て
く

れ
ま
す
。
 

病
気
や
ケ
ガ
で

お
医
者
さ
ん
歯
医

者
さ
ん
に
か
か
っ

た
と
き
、
医
療
費

の
七
割
を
国
保
で

負
担
し
て
払
っ
て
 

く
れ
ま
す
。
 
（
三割
は
自
己
負

担
）
 

（
医療
費
だ
け
で
な

く
、
病
気
、
ケ
ガ
を
治
す
た
め

の
い
ろ
い
ろ
の
費
用
も
、
そ
の

七
割
を
負
担
し
て
く
れ
ま
す
。
 

二
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
 

国
保
で
お
医

者
さ
ん
、
歯
医

さ
ん
に
か
か
る

場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
保
険

を
扱
う
病
院
、
 

診
療
所

へ
提
出

し
て
診
療
を
う

け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

保
険
証
を
提

出
し
な
い
場
合

は
全
額
自
己
負
 

＼
 
躍
野
鱗
 

出
で
き
な
か
っ
 

お医者さんのーへ＼ 

	かかり万ー→ 

保
険
税
は
こ
れ
か
ら
先
、
高

く
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
安
く

な
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

と
い
う
の
は
医
療
費
は
毎
年

ど
ん
ど
ん
ふ
え
て
ゆ
く
こ
と
が

確
実
だ
か
ら
で
す
。
 

医
療
費
が
ふ
え
る
の
は
、
①

人
口
構
成
の
中
で
老
人
の
し
め

る
割
合
が
急
速
に
ふ
え
る
こ
と
。
 

老
人
は
む
ず
か
し

い
病
気
を
い

ろ
い
ろ
か
か
え
て
い
る
の
で
医

療
費
も
か
さ
み
ま
す
。
②
医
学

が
進
歩
し
、
高
度
の
内
容
の
治

療
や
検
査
が
ど
し
ど
し
採
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
 

※
国
民
健
康
保
険
加
入
の
手
続

や
保
険
税
の
き
め
方
、
ま
た
国

民
健
康
保
険
で
や
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
な
ど
を
皆
さ
ん
と
一
諸

に
い
ま
一
度
「
国
保
の
こ
こ
ろ
 
 

③
生
活
水
準
が
向
上
し
、
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
人
が
ふ
え
る

こ
と
、
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
医

療
費
が
ふ
え
る
に

つ
れ
て
、
そ

の
2
5％
を
ま
か
な
う
保
険
税
も

高
く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
高
福
祉
、
高
負
担
の
時
代

が
や
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
 

廿
保
険
税
廿
 

そ
の
決
め
方
、
納
め
方

保
険
税
は
、
前
の
年
の
所
得

と
固
定
資
産
税
お
よ
び
家
族
の

人
数
な
ど
を
基
準
に
決
め
ら
れ

ま
す
。
 

た
だ
し
、
最
高
は
十
五
万
円
 

ま
で
で
す
。
 

え
」
 
と
して
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ

・フ
。
 

＠
国
保
に
加
入
す
る
人

職
場
の
健
康
保
険

（
 

健
康
保
険
、
共
済
組
合
、
 

船
員
保
険
な
ど
）
に
加

入
し
て
い
る
人
お
よ
び

そ
の
家
族
と
生
活
保
護
を
う
け

て
い
る
人
以
外
は
、
み
ん
な
国

民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
と
い

い
ま
す
）
に
加
入
し
て
被
保
険

者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 
 

〇
保
険
税
は
被
保
険
者
 

と
な
っ
た
そ
の
月
か
ら
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

被
保
険
者
と
な
っ
た
月
と
は
、
 

職
場
の
健
康
保
険

（
社
会
保
険

な
ど
）
を
や
め
た
と
き
を
い

い

ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
、
こ

の
被
保
険
者
と
な
っ
た
時
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

〇
毎
年
四
月
一
日
現
在
で
そ
の

年
の
保
険
税
の
額
は
決
ま
り
、
 

納
税
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
年
度
途
中
で
職
場
の
健
康

保
険
に
入
っ
た
り
、
や
め
た
り

し
た
と
き
は
、
そ
の
つ
ど
世
帯

主
の
届
出
に
よ
っ

て
計
算
し
直

し
ま
す
。
納
入
方
法
は
納
税
通

知
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
 

ん
。
加
入
の
届
 

出
は
世
帯
主
が
 

行
な
い
ま
す
。
 

そ
し
て

一
世
帯
に
一
枚
の
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

同
じ
住
居
に
住
ん
で
、
家
計

が

ー
し
ょ
の
人
は
同
じ
世
帯
に

な
り
ま
す
。
住
み
込
み
の
使
用

人
は
、
雇
主
と
別
の
世
帯
に
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
世
帯
主
と
な
り

ま
す
。
 

⑨
国
保
に
加
入
で
き
な
い
人

生
活
費
の
主
な
部
分
を
、
離

れ
て
住
ん
で
い
る
息
子
さ
ん
な

ど
か
ら
仕
送
り
に
頼
っ
て
い
る
 

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、
 

一
人
、
 ー
カ
月
、
 一
つ
の
病
院
、
 

診
療
所
に

つ
い
て
、
三
万
九
千

円
を
こ
え
た
場
合
（
今
ま
で
は

三
万
円
で
あ
っ
た
が
、
八
月
、
 

一
日
以
降
は
三
万
九
千
円
）
は
、
 

そ
の
こ
え
た
分
は
全
額
、
国
保

で
負
担
し
て
く
れ
ま
す
。
 

子
供
が
生
れ
た
と
き
 

給
付
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
金
額
に
つ
い
て
は
「
私

た
ち
の
国
保
の
給
付
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

加
入
者
が
死
ん
だ
と
き

給
付
金
の
支
給
付
う
け
ら
れ

ま
す
。
金
額
に
つ
い
て
は
「
私

た
ち
の
国
保
の
給
付
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

た
場
合
 

た
と
え
ば
旅
先
で

急
病
に
か
か
っ
た
と
き
の
よ
う

に
、
や
む
を
得
な
い
事
情
で
提

出
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
全
額

自
分
で
支
払

い
、
あ
と
で
払

い

も
ど
し
を
う
け
ら
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
れ
は
真
に
止
む
得
な

い
事
情
で
提
出
で
き
な
か
っ
た

と
国
保
が
認
め
た
場
合
に
限
ら

れ
、
払

い
も
ど
し
さ
れ
る
額
は

国
保
で
診
療
を
う
け
た
場
合
を

基
準
に
し
て
そ
の
七
割
で
す
。
 

〇
払

い
も
ど
し
を
う
け
る
場
合

は
「
診
療
内
容
を
明
細
に
書
い

た
領
収
書
」
と
「
療
養
費
支
給

申
請
書
（
市
で
供
い
て
い
ま
す
 

）
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

〇
他
の
県
の
一
部
の
病
院
で
、
 

私
た
ち
の
県
の
国
保
を
取
り
扱

わ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ど

う
し
て
も
そ
の
病
院
で
診
療
を

う
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
国
保
係
の
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

人
は
、
国
保
に
は
加
入
で
き
ま

せ
ん
。
 

も
と
も
と
こ
う
ゆ
う
人
は
、
 

そ
の
息
子
さ
ん
な
ど
が
加
入
し

て
い
る
職
場
の
健
康
保
険
の
扶

養
家
族
と
し

て
扱
わ
れ
る
べ
き

人
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
国
保
の
保
険

税
を
納
め
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
 

こ
う
ゆ
う
か
た
は
ぜ
ひ

一
度
、
 

国
保
の
係
ま
で
（
市
役
所
窓
口

サ
ー
ビ
ス
課
①
ー
③
番
、
あ
る

い
は
各
支
所

の
窓
口
に
相
談
に
）
 

に
き
て
く
だ
さ

い
。
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＊総合病院の各診療科は、別計算、ただし、入

院患者が歯科以外の他の科の診療をうけたと

きは合算します。 

手続き 

健康年金課国保係の窓口（ 8番）でうけつ

けます。印鑑、保険者証、月毎の支払った領

収書を持参してください。申請から支給まで

は日数がかかります。 

高額療養費支給制度のごあんない 

＊自己負担額3万9千円の中には差額ベット代

などは含まれません。 

*1ケ月というのは、暦月計算で毎月 1日から

月の終りまでをlケ月としてその間の自己負

担額が3万9千円をこえた場合に限られま丸

＊二つの病院へ同時にかかっている場合、両方

を合算することはしません。 

＊入院、通院、歯科は別計算になります。 

こんなとき世帯主は必ず屈出を =14日以内に 
世帯主は、自分の世帯に属する被保険者の資格に異動のあった時（他の健康保険

に入った時、他の健康保険をやめた時、他市町村へ転出してきた時、転入してきた

時、新たに生れた時、死亡した時）は必ず14日以内に届出をしなければなりません 

自己負担の限度額が3万円か（現行）から、 3万9千円（ 8月診療分から）に引き

上げられました。同じ人が同一病院、診療所でお医者さんにかかって、 1ケ月に 3 

万9千円以上を自己負担した場合は、その 3万9千円をこえた額は全額、国保が負

担して、あとで払いもどします。 

、＼ 
国保にはいる場合 国保をやめる場合 そ 	の 	他 

場

A口
 

れ
ば

な
ら
な

い
 

届
出
を
し

な
け
 

転と 
入き 
し 
て 
き 
た 

職保と
場険き
等を
のや
健め
康た 

ン
」
，ど
 

子
供
が

生
れ

た
 

生けと
活なき
保く
護な
をっ
うた 

職
出

す
る
と
き
 

職険と
場にき
のは
健い
康っ
保た 

死
亡
し

た
と
き
 

生けっ
活るた
保よと
護うき
をに
うな 

市所と
町がき
村か
内わ
でっ
住た 

世がき
帯か
主わ
やっ
氏た
名と 

り
、

い
っ
し
よ
 

に
な
っ

た
と
き
 

世
帯
を
わ
け

た
 

し
た
と
き
 

保
険

証
を
な
く
 

高給と
額をき
療申
養請
のす
支る 

持
参

す
る
も

の
 

印
 
か
 
ん
 

印
か

ん
、

職
場

の
健
康

保
険
を
や

め
た
証

明
書
 

被
保
険

者
証
 

印
か

ん
、

母
子

手
帳
、
  

知
書
 

印
か

ん
、

保
護
廃
止

通
 

印
か

ん
、

被
保
険

者
証
 

峨
堵
無
 

酢
雄
叫

勧
眼

伽
班
川

知
始
伽
叫
ゆ

r
  

印
か

ん
、

被
保
険

者
証

死
亡
を
証
明
す
る
も
の
『
 
 

雌
臓
藤
麟

者
証
 

印
か

ん
、

被
保
険

者
証
 

印
か

ん
、

被
保
険

者
証
 

印
か

ん
、

被
保
険

者
証
 

印
か

ん
 

印
か

ん
、
被
保
険

者
証

領
収
書
（

月
毎

の
も
の
）
  

篇辞 市役所窓口サービス課2階①～（③ 窓口サ ビス課2階①）～③ 窓口サ ビス課2階①～③ 讐康毒 

払
い
も
ど

し
を
受
け
ら
れ
る
場
合
 

保 険 証 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
か
か

っ
た
費
用
の
七
割
が
国
保
か
ら

払

い
も
ど
さ
れ
ま
す
。
 

①
 
つ
き
そ
い
看
護
料
 

基
準
看
護
の
病
院
以
外
の

所

へ
入
院
し
、
病
状
が
悪

い
、
手
術
後
、
起
き
上
れ

な
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ

と
が
で
き
な
い
、
な
ど
の

場
合
、

つ
き
そ
い
看
護
婦
 
 

が

つ
け
ら
れ
、
そ
の
費
用

の
七
割
は
あ
と
で
国
保
か

ら
払

い
も
ど
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
事
前
に
国
保
の

承
認
が
必
要
で
す
。
 

②
 
輪
血
、

コ
ル
セ
ッ
ト
の

費
用
 
輸
血
の

生
血
代

や
コ
ル
セ
ッ
ト
、
ギ
ブ
ス

代
は
あ
と
で
七
割
が
払
い

も
ど
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
 
 

も
国
保
の
事
前
承
認
が
必

要
で
す
。
 

③
 
柔
道
整
復
師
の
施
術
代
 

七
割
の
払

い
も
ど
し

を
う
け
る
場
合
と
三
割
自

己
負
担
し
七
割
の
現
物
給

付
を
う
け
る
場
合
と
が
あ

り
ま
す
。
 

⑤
 
移
送
費
 
重

病
人
の

入
院
、
転
院
な
ど
の
車
代

も
国
保
の
承
認
が
あ
っ
た

場
合
は
そ
の
七
割
が
払
い

も
ど
さ
れ
ま
す
（
左
表
参
照
）
 

保
険
証

（正

し
く
は
被
保
険

者
証
）
は
国
保

の
被
保
険
者
で

あ
る
証
明
書
で

あ
る
と
共
に
、
 

診
療
を
う
け
る

と
き
の
診
療
券

の
役
目
も
果
た

す
も
の
で
す
。
 

大
切
に
と
り

扱
い
ま
し
ょ
う
。
 

〇
 
お
医
者
さ
 
 

ん
に
か
か
る
と
き
は
必
ず
提

出
す
る
。
 

〇
 
被
保
険
者
に
異
動
の
あ
っ

た
と
き
、
自
分
で
勝
手
に
書

き
直
す
と
そ
の
保
険
証
は
無

効
に
な
り
ま
す
。
 

必
ず
国
保
の
係
で
訂
正
し

て
も
ら
う
こ
と
。
 

〇
 
出
稼
ぎ
、
長
期
旅
行
や
修

学
の
た
め
他
市
町
村
に
住
む

よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
被
保

険
者
の
た
め
に
も
う
一
枚
の

保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。
 

〇
 
保
険
証
の
取
り
扱
い
。
 

①
 
内
容
を
よ
く
読
み
、
被

保
険
者
名
な
ど
間
違
い
が

な
い
か
確
め
て
お
く
。
 

②
 
診
療
が
す
ん
だ
ら
必
ら

ず
手
元
に
保
管
す
る
。
 

③
 
資
格
を
失
っ
た
ら
必
ず

返
す
。
 

④
 
粉
失
し
た
り
、
被
い
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
は

す
ぐ
国
保
係
へ
届
出
す
る
。
 

〇
 
保
険
証
を
不
正
に
使
用
し

た
場
合
、
使
用
し
た
者
は
、
 

刑
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
 

保
険

で
受
け
 

ら
れ
な
い
診
療
 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
国
保

の
診
療
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

①
 
病
気

と
み
な
さ
れ
な
い
場
 

Aロ
 

〇
 
健
康
診
断
を
目
的
と
す
る

診
断
と
検
査
 

〇
 
予
防
注
射
と
予
防
接
種

・
・
・
 
 

…
破
傷
風
、
狂
犬
病
に

つ
い

て
は
、
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
に
は
認
め
ら
れ
、
は

し
か
、
百
日
咳
は
、
患
者
と

接
触
の
あ
る
人
に
は
認
め
ら

れ
ま
す
。
 

〇
 
美
容
の
た
め
の
整
形
手
術

〇
 
正
常
な
妊
娠
や
、
正
常
な

お
産
 

〇
 
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
人

工
妊
娠
中
絶
と
避
妊
手
術

②
 
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
使

え
な
い
場
合
 

〇
 
犯
罪
を
お
か
し
て
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
。
 

〇
 
麻
薬
中
毒
、
自
殺
な
ど
、
 

自
分
で
故
意
に
し
た
病
気
や

ケ
ガ
 

〇
 
ケ
ン
カ
、
泥
酔
な
ど
、
ひ

ど
い
不
行
跡
の
た
め
の
病
気

や
ケ
ガ
 

保
険

証

を
 

提
出

す

る

一
」
と
 

診
察
を
受
け
る
と
き
は
、
窓

口
で
必
ず
保
険
証
を
提
出
し
て

下
さ
い
。
 

保
険
証
を
提
出
し
な
い
で
、
 

保
険
で
み
て
く
れ
と
い
う
こ
と

は
、
定
期
券
を
忘
れ
て
電
車
に

乗
せ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
と
同

じ
で
す
。
 

老
人
医
療
や
乳
児
、
心
身
障

害
医
療
を
受
給
の
方
は
、
そ
の

医
療
証
も

一
緒
に
提
出
し
て
下

さ
い
。
 



トつ
。
 

べ
く
さ
け

ま
し
よ

う
。
 

,
 

④
 
薬
を

有
難
が

る
の
を
や
め
 

休
日
受
診
や
、

深
夜
、
時

間
外
受
診
は
お
医
者
さ

ん
に

と
っ

て
も
迷
わ
く
な

こ
と
で

す
。

こ
う
い
う

受
診
は
な
る
 

ま
し
よ

トつ
。
 

薬
は

病
気
そ

の
も
の
を
治

す
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。

病
気

を
治
す

の
は
体
力
で
す
。
薬

の
盲
信
を

や
め
て
体
力
づ

く

り
に
心
が

け
ま
し
ょ

う
。
 

⑤
 
早

期
発
見
、
早
期
治
療
を

心
が

け
ま
し
ょ

う
。
 

病
気
は

早
い
う
ち
に
発
見

し
、
早
く
治
療
を

す
る

の
が

理
想
的
で

す
。
中
年
す
ぎ
た

ら
年
に

一
回
（
理
想
的
に

は

二
回
）
ガ

ン
の
検
診

や
成
人

病
の
検
査
を
必
ず

受
け
る
よ
 

・

っ
に
し
ま
し
よ

う
。
 

②
 
家

庭
医
を
も
ち

ま
し
よ

う
。
 

家
庭
医
と
い

う
の
は
、
身

近
に
い

て
一
家

の
健
康
の
こ

と
は
な
ん
で

も
相
談
で
き
る

お
医
者
さ
ん
の
こ

と
で
す
。
 

一
家
の
健
康
を

管
理
し

て
く

れ
る
家
庭
医
を
も

ち
ま
し
よ
 

・

フ
。
 

③
 
休
日

受
診
を

さ
け
ま
し
よ
 

交
通
事
故
に
あ
っ

た
ら
必
ず
届
出

を
 

交
通
事

故
で
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
国
保
で
診
療
を
う
け
ら

れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で

す
。
た

だ
、
責
任
は
加
害
者
に

あ
り
、
 

そ
の
医
療
費

は
す
べ

て
加
害
者

が
負
担
す
べ
き
も
の
で

す
。
加

害
者
が
医
療
費
を
現

金
で
払
っ

て
く
れ
れ
ば

問
題
あ

り
ま
せ
ん

が
、

そ
の
払
い
が

遅
れ
た
り
、
 

話
し
合
い
が

つ
か
な
か
っ

た
り
 

し
た
場
合
、

国
保
が
と
り
あ
え

ず
、

立
て
か

え
て
医
療
費
を

支

払
う
わ
け
で

す
。
し
た
が
っ

て
、
 

国
保
は
あ

と
で
、

そ
の
医
療
費

を
加
害
者
に

請
求
す
る
こ

と
に

な
り
ま
す
。
 

●
 

必
ず
国
保
に
届
出
を
 

交
通
事
故
に
あ
っ

た
ら
、

示

談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
に
届

け
出
て
下
さ
い
。

不
用
意
に

示
 

談
を
結
ぶ
と
、
国
保
が
加
害
者

に
対
し

て
持

つ
当
然
の
請

求
権

を
放
棄
し

て
し
ま
う
よ
う
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

●
 

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

①
 
必
ず

警
察
に
届
け
る
こ
・
と
。
 

②
 
免

許
証
を
み
せ
て
も
ら
っ

て
メ
モ
し

て
お
く
こ
と
。
 

③
 
目

撃
者
を

さ
が
し

て
住
所

氏
名
を
聞

い
て
お
く
こ
と
。
 

④
 
国

保
に
届
け
る
前
に

示
談

を
結
ば
な
い
こ
と
。
 

④
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―ー医療費を節約しま 1よ烹II 
麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟麟 

①
 
お

医
者
さ
ん
を

信
じ
ま
し

ょ
・フ
。
 

次
か
ら
次
へ
と
転
医
し

て

歩
く
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
ず
お

医
者
さ

ん
を
信
じ

る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

こ ん 	な 	と 	き そ 	の 	条 	件 そ 	の 	給 	付 

病
 
知
 

け
っ
歯
 
柱
配
鵬
 
し

き
い
 
た
 
と
 

国
院
提
 
を

療
 
取
所
 
り
へ
 
扱

被
 
っ

保
 
て
険
 
病
 

保
診
出
 

験
奮
 

完全に治るまで診療が受
けられます。かかった費
用の3割は一部負担とし
てお医者さんに支払い
ます。残り 7割を国俺が 
負担します。 	保 

たとえば旅行中の急病な
ど、やむを得ない事情で
被保険者証を使って医者
にかかることができなか
ったとき 

真にやむを得ない事情
か否かを国保で審査の
うえ事前に国保の承認
が必要 

1 
基準看護でない病院へ入
院しては付添い看護婦を
やとったとき 

事前に国保の承認が必
要 

ー

ー
・
、

r
 

 

一  

あんま、はり、灸の施術 
をを受けたとき，柔道整 
復師の施術を受けたとき 

あをま、はり、灸は保
険医の同意が必要であ
ること 

たカ
7 期船挑 に決払 

 っ定い いし
も 

っ保
の
ま 

か
国

額し 

か

てたど 

す  

コルセットを作ったとき
生血を輪血したとき 

保険医の証明が必要 

重病人を自動車で人院、 
転院させたようなとき。 

事前に国保の承認が必

要 J 
一人一ケ月保険医療機関
に対して支払う医療費の
自己負担が額3万 9千円 
(8月診療分から）をこ

えたとき。 

3万9千円をこえた分は
全部国保が負担します。 

子どもが生まれたとき 

/ 
”葬祭費 10.  000円  、 

加入者が死んだとき 
、 
、 助産費 40.000

円 ぜ 

私たちの国保の給付 
国民健康保険に加入している人は次のような給付が受けられます。 

そのくわしい内容は前の本文をごらん下さい。 
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